












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Not add years to the life,





























































































































































































藤女子大学QOL研究所紀要：The Bulletin of Studies on QOL and Well-Being,Vol.5,No.1,Mar.2010
球が近づいてくる。私という存在は地球の全ての生命
と深く繫がっているのだ、地球そのものと私は繫がっ
ているのだということを感じる。そして彼は帰還した
あと、地球でお互いが殺し合うようなことをどうして
やるのかと考えて宣教師になり、伝道活動をするわけ
です。
このきれいな地球を外から見るような体験をして無
事に帰ったときに、「これから私がすべきことはこの地
球に平和をもたらすために働くことだ」といって転向
するのです。この宇宙飛行士は、自分の感覚と考えに
沿って生きていくことの素晴らしさを私たちに知らせ
ています。
かつて私は「生きかた上手」という本を書いて、非
常によく売れました。本当は「死にかた上手」にした
かったのですが出版社の社長さんが、それでは売れな
いから「生きかた上手」にと言うのです。でも「どう
生きるか」ということは「どう死ぬか」という線上に
あります。人間が有限の命であることがわかっている
のだから、死ぬ寸前に死に方を考えるのではなくて、
私たちきょうの生き方からものを考えなければなりま
せん。
逆に、いまはつらいかも知れないけれど、いよいよ
人生の最期というときに「本当にありがとう。この地
球に生まれて本当によかった」と感じて感謝して死ぬ
ことができれば、その人は一番幸福だと私は思います。
「財産は何もできなかったけれども、このような子ど
もや孫を持つことができ、良き友を持つことができた」
と最期に感謝して死ぬことができればそれに勝る生き
方はない。QOLの高さは死ぬときに現れると思いま
す。シェイクスピアのドラマに「終わりよければすべ
てよし」というのがありますが、みなさんの人生がど
んなによくても終わりがだめだったら寂しいものに
なってしまいます。
満足のようなものが最後に得られればいいというよ
うに人生を考えると、たとえ私たちの人生がつらいも
のであっても、まだできることはあることになる。つ
らかったけれども最期は「ありがとう」と感謝の気持
ちをもって死ぬことができればQOLは高いと評価さ
れることになる。もちろんいまのQOLも大切です。い
まを〝よく生きる"日々にしていかなければならない
けれども、いつかは死ぬときがあることも感じておき
たい。
私たちはつらいことを耐えて、自分のつらいことは
他人にはないように努力して、みなさんがお互いに配
慮して生きるようにしたい。他を配慮して生きるとい
うことがQOLの高い生活に繫がるのではないかとい
うことを申し上げて、私のきょうの講演を終わりたい
と思います。
ご静聴ありがとうございました。
［藤井：司会］
日野原先生、北国の私たちに、そしてまた藤女子大
学の活動・使命に対して励みとエールを贈って頂き本
当にありがとうございました。
ここで感謝を込めて花束を贈呈したいと思います。
先生、壇上の真ん中においで下さい。素晴らしい音
色のピアノを聞かせて下さった中島真由美さん、どう
ぞ舞台にお上がり下さい。日野原先生の若い心を若い
歌声で歌ってくれました男声四重唱ナチュラルフォー
のみなさまもどうぞ。それから最後に日野原先生の心
を紫陽花のようなしっとりとしたやさしさで包んで下
さいました中山ヒサ子先生もどうぞ。
みなさまもう一度大きな拍手をお願いします。どう
もありがとうございました。
［注記］
本稿は2009年７月28日（火）に行った藤女子大学
QOL研究所公開講演会の講師としてお招きした日野
原先生のご了解を頂いて講演録音を原稿化したもので
ある。稿中の見出しは本紀要編集委員が付し、逐語表
記では趣旨が伝わりにくい箇所は加除補足している。
講師：日野原重明先生（聖路加国際病院：理事長）
プロフィール：聖路加大学名誉学長、日本音楽療法学
会理事長、日本スピリチュアルケア学会理事長、WHO
国際医学アカデミー・ライフサイエンス会頭など。
2005年度文化勲章受章、東京都名誉都民。
53
日野原重明と共に
